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世界のワクチンの開発状況

RA Capital資料より
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RNAは多くの場合、
細胞に入ることができるように、
脂質コートに包まれています

エレクトローションは、
細胞内へのDNAの取り込みを
増加させるために膜に細孔を
作成します。

少なくとも7つのチームが、ウイルス自体を
弱毒化または不活化した形でワクチンを開
発しています。
麻疹やポリオに対するワクチンなど、多くの
既存のワクチンはこの方法で作られていま
すが、広範な安全性試験が必要です。
北京のSinovac Biotechは、不活性化
されたバージョンのSARS-CoV-2を人間
でテストし始めました。

約25のグループがウイルスベクターワクチ
ンに取り組んでいると言います。 はしかや
アデノウイルスなどのウイルスは、体内でコ
ロナウイルスタンパク質を産生できるように
遺伝子操作されています。 これらのウイ
ルスは弱体化されているため、病気を引
き起こすことはありません。 細胞内で複
製できるタイプと、主要な遺伝子が無効
になっているために複製できないタイプの2
つがあります。

多くの研究者は、コロナウイルスのタンパク
質を直接体内に注入したいと考えていま
す。 コロナウイルスの外皮を模倣するタン
パク質またはタンパク質シェルの断片も使
用できます。

少なくとも20のチームが、免疫応答を促
すコロナウイルスタンパク質に遺伝的指示
（DNAまたはRNAの形式）を使用する
ことを目指しています。 核酸はヒト細胞に
挿入され、ウイルスタンパク質のコピーが
作成されます。 これらのワクチンのほとんど
は、ウイルスのスパイクタンパク質をコード
しています。
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“新型コロナウイルス”ワクチン開発について（遺伝子治療ベースのワクチンが、主流に）
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ワクチンのアレイ
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※その他

開発中のワクチンの数

※他の取り組みとしてポリオウイルスあるいは結核菌に対する既存のワクチンが免疫誘導することでSARS-CoV-2に効果があるか試験したり、
あるいは特定の免疫細胞にウイルスに対する特異性を付与することを試している。
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DNAワクチンと従来のワクチンの比較
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再生・細胞医療の実用化に向け、細胞培養・分化誘導等に関する基礎研究、疾患・組織別の非臨床・臨床研究、製造基盤技術の開発、疾患特異
的iPS細胞等を活用した病態解明・創薬研究、必要な基盤構築を行う。また、遺伝子治療に関する研究開発を行う。

● 再生医療実現拠点ネットワークプログラム：
臨床用iPS細胞の安定供給支援、再生医療実用化に資する基礎・基盤技術

開発、疾患特異的iPS細胞を活用した新規治療法の研究開発等

● 再生医療・遺伝子治療の産業化に向けた基盤技術開発事業：
商用生産に向けた製造技術基盤確立、iPS細胞等を活用した安全性評価技術開発等

フ
ェ
ー
ズ

■文科省、■厚労省、■経産省

基礎研究 臨床研究・治験 実用化非臨床応用研究

３．再生・細胞医療・遺伝子治療プロジェクト 日本医療研究開発機構対象経費
令和２年度予算額185億円

実
用
化
（
市
販
・
医
療
現
場
へ
の
普
及
等
）

● 再生医療実用化研究事業：
iPS細胞や体性幹細胞等を用いた臨床研究支援等

予算額28億円

予算額38億円

予算額91億円

（独）医薬品医療機器総合機構（ＰＭＤＡ）による支援

研
究
開
発

基
盤

● 革新的がん医療実用化研究事業：
CAR-T等の免疫細胞療法、遺伝子治療薬等の研究開発、
がんゲノム医療、個別化医療、早期診断等に関する研究

予算額16億円

● 再生医療臨床研究促進基盤整備事業：再生医療実用化
のための技術的支援、人材教育、データベースの利活用、
臨床研究マッチング、戦略的助言 等

予算額4億円

連携・協力

連

携

・
協

力

企
業
／
ベ
ン
チ
ャ
ー
等
に
よ
る
研
究
・実
用
化
の
推
進

● 難治性疾患実用化研究事業：
病態メカニズム理解に基づく新規再生・細胞医療・遺伝子治療研究

予算額9億円

創薬支援ネットワーク

医療機器開発支援ネットワーク

＜疾患メカニズムと新規治療の一体的研究開発＞

＜臨床研究・治験の推進＞
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第二期計画で６つのモダリティPJに変更

｢１．医薬品｣と｢３．再生・細胞治療・遺伝子治療｣の疾患

を超えた技術の融合（ワクチンと遺伝子工学）が重要



１）新型コロナウイルスのパンデミックは、医学におけるワクチンの必要性を再認識させた
２）ワクチンは史上最も成功した医療の一つ；緊急感染症ワクチンは安全安心のかなめ
３）感染症のみならず生活習慣病、がん、アレルギーなどの疾患でもワクチン開発が競争に
４）ワクチン開発研究の鍵は「アジュバント」「ベクター」「免疫マーカー」などの技術革新

日本におけるワクチン開発研究や基礎技術研究拠点が必要

５W１H
Why；COVID-19のパンデミックで明白に
What:恒久的なワクチン開発研究機関
When:可及的速やかに
Where:国内に拠点を1－2か所（産学連携拠点）
Who: ワクチンの基礎、臨床、産業、行政の専門家
How: COVID-19対応を軸に国が主導する形で

感染症に対する司令塔が必要

日本版CDCを内閣官房に設置

パンデミック対応のワクチン製造拠点を設置（新型コロナの変異に備えて）

DNAワクチン製造拠点整備
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■開催期間
２０２５年 ５月3日―11月3日（６ヵ月間）

■目標入場者数
約３０００万人

■開催場所
・夢洲（人工島）約150haを想定
・IRと万博との相乗効果に期待

2025日本万国博覧会
JAPAN WORLD EXPOSITION 2025

「いのち輝く未来社会のデザイン」
Designing Future Society for 

Our Lives
テーマ

■サブテーマ
・多様で心身ともに健康な生き方
・持続可能な社会・経済システム

ポストコロナの経済成長戦略のかなめ
2025万博を医療輸出のドライブに！
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未来医療モデルルーム館
万博のレガシーとして

○万博テーマ「いのち輝く未来社会のデザイン」＝
健康・ヘルスケア・ウエルネス等に関する

日本の研究開発、先端技術・サービスのショールーム

・医薬品、医療機器は、国内外のメーカーからの承認・未承認を問わず展示。
・ロボット医療機器などの展示・実践：世界とつなげて実証
・万博・IRにくる海外VIPを含む夢洲地区対応の病院としての機能も担う

万博後はパンデミック対応病院/メディカル・ツーリズムの拠点
・保険医療・未承認医療も実施するAIホスピタル病院：

サンドボックスを活用して未承認医療を含む先端医療を実施
・対象患者は、国内外の富裕層。メディカル・ツーリズムに寄与。
・国内外から気鋭の医師を招聘。
・国内大学の有名教授の診察も可能にするように、ダブルアポイントメントを採用。
・診察や手術にあわせて、スポットで国内外から名医を呼ぶことも可能。
・海外から研修医も受け入れ。
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